
 

 

緊 急 事 態 宣 言 を 受 け て 

 

保護者の皆様におかれましては、福山市より登園自粛の要請と新型コロナウイルス感染拡大防止に関して多大

なご理解とご協力を賜りましたことを、心より厚く感謝申し上げます。 

 

現在の日本における新型コロナデルタ株の感染力は、類を見ない強力なものであることは、皆様ご承知の通り

です。 

幼い子どもの感染がこれ以上拡大しないことを祈ります。 

明らかに２年前とは状況も異なりますが、私たち大人が子ども達のためにできることは何かを模索しつつ、努力を

続けて参りたいと考えております。 

 

一日も早くマスクのない生活に戻りたい、家族で旅行に行きたい、以前のように親しい仲間や友人と再会を楽しみ

たいと願う方もおられることと存じます。 

コロナ感染拡大の前の生活に戻りたいと望みながらも、戻れるだろうかと考えてしまいます。 

様々な思いや考えが、皆様の心の中を交錯されることと想像いたします。 

 

私たちが守るべきことは、健康と毎日の暮らしです。 

生活様式が変わり、どこへでも出かけることが出来なくても、大切なことは、皆が健康に普通の暮らしが出来ること

です。 

公園で自由に子どもが遊び、夕方になると家の灯りがともり、家族で食卓を囲むことのできる普通の暮らしです。 

私達人間は、ひとりでは生きていけないし、支え合わないと生きていけないことも確かです。子ども達が子どもら

しく、安全に生活できるために、私達大人は誠実に謙虚に、“お互いに思いやる心”を未来に生きる子ども達に伝え

ることが出来れば、と願っております。 

お金で買えない大切なものがあることを、私達大人は気づいています。決して華やかでなくても、道端にけなげ

に咲く花に心を引き寄せられることもあります。私達は、何気ない普通の暮らしの中にある小さな幸せを大切に過

ごしていきたいと考えております。 

 

最後に、コロナ禍で自粛を忍耐強く続けておられる皆様が、健康に安心して暮らせる日が一日も早く訪れますよ

う、お祈りいたします。 

 

 

 

２０２１年９月１日（水） 

園長  大槻 いずみ 

 


